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世界石炭資源資料（3）

1．£イラン（lran）・1．j．パキスタン（Pakistan）

およびバングラデシュ（Bangladesh）

井上英二＊

L　緒　　言

　イラン・パキスタンおよび最近独立した旧東パキスタンのバングラデシュ3国の石炭資源は，世界的

規模からみると，埋蔵量・生産量ともに微々たるものである．これらの国の石炭の大部分が低品位炭で

あることからも，わが国では，これらの石炭資源について知ることが非常に少ないと思われる．

　近年，エネルギー資源における石油・天然ガスあるいは核原料物質の占める割合が急増し，石炭鉱業

が急速に衰退している現状であるが，発展途上国においては，それぞれの国情に応じて，いまなお重要

なエネルギー資源として石炭が求められている．これらの国における石炭資源の詳細な調査は，現在す

すめられてはいるが，まだ未調査・未開発のところが多いようである．

　わが国には，これら各国の石炭資源に関する資料が少なV・ため，以下に紹介する内容は，1961年トル

コのゾングルダクで開催されたCENTO注1）の苓炭シン・ポジウムの資料を中心として，国連エカフェ報

告，イラン・パキスタン両国地質調査所報告その他の断片的な資料をまとめたものにすぎない．しかし，

これらの資料から，地質の概略と石炭資源の大要をうかがい知ることは可能と思われる。今後，新資料

の追加によって，内容を増補・訂正していきたいと考えている．

　稿を草するにあたり，資料の提供をたまわった日本石炭協会・海外原料炭開発株式会社関係各位に深

甚の謝意を表する．

2．　イ　ラ　ン

　2．1地質的背景（第1，2図参照）

　イランはアルプスーヒマラヤ造山帯の一部にあたり，同国北部を東西に走るエルブルーズ山脈（最高

峰デマバンド山5，671皿）と，南部をペルシャ湾に沿って走るザグロス山脈との2っの若い摺曲帯，お

よび両摺曲帯にはさまれた中央地塊（カビール砂漢およびその周辺の海抜1，000m前後の高地）とから

構成されている．エルブルズ・ザグロス両摺曲帯は北西にのびて合流し，アルメニア高原をへだてて西

方へ，トルコのポントス・トロス両摺曲帯に連なる．このようなイランの地形的・地質構造的特徴は，

トルコのそれに酷似するようにみられる．

　層　　序（第3図参照）

　　　　　イランの鍛古の岩石は，非変成のカンブロ・シルル系におおわれた変成岩類である．変
先カンブリア

　　　　　成岩類は主として片麻岩・片岩・千枚岩・ホルンフェルス・変質石灰岩等であり，とこ
　系（？）
　　　　　　ろによって花商岩・閃長岩をともなっている．これらの変成岩類の一部は，先カンブリ

ア系と考えられているが，まだ礁実な証拠はないようである．トルコの地質を参照すると，変成岩類の

なかには，先ジュラ紀の広域変成作用にもとづいて形成されたものが含まれている可能性があると考え

られる．

＊地質部
注1）　中央アジア条約機構．

39一（673）



地質調査所月報（第23巻第11号）

鳶イ’♂カ．ピ蕪☆　　　　　　1

　　　　　　　蟻醜、／だ㌧・～蝋＿
　　　　　　　憶＞　　／　！
　　　　　　　　㌧、、．、…！　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）．

　　　　　　　　第1図　イランの地形概要

　　　　　非変成の石灰岩・砂岩・頁岩・珪岩等からなり，　R6読6h彪，βぎ1伽g56磁等の三葉虫化石
カンブロ・

　　　　　を含む．最下部の“inf⑫カンブリア系”は，変成岩類を不整合に覆ってはいるがンカン
　シルル系
　　　　　ブリア紀早期の赤色砂岩層とは漸移的であり，時代的に問題がある．

　　　　　全域にわたって，同系はカンブロ・シルル系以下の地層を大きな不整合で覆っている．
デポン系

　　　　　イラン北西部では，下部は旧赤色砂岩層とよばれる赤色砕屑物が発達するが，上部は海

成の石灰岩が発達する．イランの中部から南部にかけての地域では，助乞7卵7を含む海成堆積物である．

　　　　　主として石灰岩・ドロマイト・砂岩・頁岩からなる．イラン中部から北西部にかけては，
石炭　・
＿　田　　　上部にフズリナ石灰岩が存在する。カスピ海沿岸地域西部には，下部に石炭層の存在が
＿　蹴　系

　　　　　報告されているが，これはトルコの黒海沿岸に分布する渥青炭層に対比されるかもしれ

ない．

＿　田　　　厚層の石灰岩からなり，頁岩・ドロマイト・石膏層をはさみ，同国中部以西において，
二置系

　　　　　二畳・石炭系から連続して堆積している．

　　　　　ジュラ系下部のライアスはイラン全土に広く発達しており，これは同国の主要來炭層で
ジュラ系

　　　　　ある・この層準の石炭層はアフガニスタンにも存在する．イラン北部および南部のケル

マン地域では，河成堆積物にはじまってジュラ系中部まで，非海成堆積物で構成される．しかしイラン

南部では基底から海成の石灰岩や石灰質頁岩であり，保存不良のアンモナイトを含む．

　構造運動からみて，ジュラ紀は重要である．すなわち，イラン中央部とその西部のイスファーハンか

らハマダンにかけての地域では，ジュラ系は広域変成作用をうけ，千枚岩や片岩となっている．この変

成岩は，カレドニア運動による変成岩と混同されやすいが，前者は非変成のジュラ系に漸移することで

区別される．広域変成作用にともなって，各地に火成岩の貫入があり，金属鉱床をもたらしている．
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　　　　　　　　　　第2図　イランの地質概略図
　　　　　　　　　（EGAFE，1971地質図にもとづいて編集）

　上部ジュラ系は，テチス海がイラン全土を覆った時期に形成された石灰岩であって，下位の地層を不

整合に覆っている．

　　　　　後期ジュラ紀の構造運動後，白亜紀に広範囲な沈降運動があって，全土に白亜系堆積物
白　亜　系

　　　　　が形成された．イラン中央部では，白亜紀前半は，上記の構造運動の結果として陸化し

た．ここでは摺曲したジュラ系のうえに，セノ；アンの基底礫岩が発達し，上にむかって厚層の石灰岩

がかさなる．

　イラン中央部以外の地域では，白亜系は主として石灰岩・ドロマイトおよび含アンモナイト頁岩砂岩

互層からなる．白亜系の層相の一特徴として，上部に雑色メランゲとよばれるオフィオリチック岩層が

存在する．これは，超塩基性火山岩・堆積岩’・変成岩が混在した岩類であって，トルコのオフィオリチ

ック統に対比されるものと思われる．

　　　　　　第三紀をつうじて，たびたび海進が生じたが，その規模は，中生代の海進にくらべて局
古第三系

　　　　　部的である．イラン南部・東部では暁新世・始新世のヌンムリテス石灰岩・フリッシ相

が厚く堆積している。イラン中央部では，下部始新統が欠除あるいは暁新一始新世の赤色岩層が発達し

て，南部・東部に対するモラッセ相を呈している．またイラン西部では，オフィオリチック岩層が厚く

分布する．

　漸新統は一般に石灰岩や海成砕屑岩であるが，カスピ海沿岸・イラン中央部・西部・南部では，下部

赤色岩層とよばれる陸成堆積物が分布し，石膏をはじめとする蒸発残留岩類がはさまれる．
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（ALlpouR，K＆nd　HAERI，H・Y・，1961にもとづV・て編集）

42一（676）



　　　　　　　　　　　世界石炭資源資料（井上英二）

　　　　　多くの地域において，漸新統上部から中新統下部にかけての地層は連続しており，これ
新第三系

　　　　　を一括して，イラン！中央部ではクム（Cum）1層，南部・南西部ではアスマリ（Asmari）層

とよばれている．両層とも，主として海成石灰岩・泥灰岩からなり，イラン油田の主要産油層として知

られている．

中新一鮮新統は，汽水成ないし淡水成の上部赤色岩層で特徴づけられる，同層の基底は蒸発残留岩で

あり，その上位は赤色・緑色の泥岩および砂岩の互層である．しかしイラン南東部では，厚さ1万m以

上のフリッシと石灰岩砂岩互層からなっている．イラン北西部の湖成鮮新統には，褐炭層が介在し，こ

れはトルコに発達する同時代の褐炭層に対比できよう．ペルシャ湾岸では，厚さ3，000m以上の石灰岩

層が堆積している．

構造運動は，漸新世一中新世，中新世一鮮新世に激烈であり，エルブルーズ摺曲山脈は後者の時代に

形成された．

第　四　系　　上部鮮新統から第四系にかけて・上部赤色岩層を不整合に覆って・河成・湖成堆積物が

　　　　　分布し，陸地の上昇に伴って全土に段丘が発達する．火山活動が活発におこなわれ，各

地域に熔岩・凝灰岩が流出・堆積した．

　2．2石炭資源
　2．2．1概　要

　イランの石炭は第4図のように，主としてエルブルーズ山脈地帯と，南東部のケルマン（Kerman）地
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4：Shemshak炭田，5：コラッサン東部炭田，6：ケルマン炭田

　　　第4図　イランの炭田分布
（ALlpouR，K　and　HAE郎，H，Y。，1961にもとづいて編集）
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域，および北東部国境付近のメシェッド（Mashed）の南に産する．これらの地域は，いずれも，強V・構

造運動をうけて，地質構造が複雑である．

　主要來炭層は，下部ジュラ系のライアス（一部にドッガーを含む）である，炭層数は多いが，一般に

炭丈が薄く，炭層の大部分が厚さ1m前後，最大3mていどである。

　炭種は渥青炭・ガス炭および燭炭であり，これらの40～50％が粘結性を有する．炭質をみると，一般

に灰分が少なく，硫黄分は1～2％ていど含まれる．発熱量は5，000～7，500kcal／kgのものが多い．渥

青炭は構造運動による擾乱のために，粉炭化しているところが多い．

　埋蔵炭量は，イラン全土で約1億tとみられているが，未調査地域が多いので，地層の分布からみて

も，調査の進展に伴って埋蔵炭量の増大が十分に期待できるものと思われる．

　生産量は37万2，500t（1968）注2）であった，

　2．2．2炭田各論
　來炭層のライアスは，比較的やわらかな頁岩・砂岩からなり，礫岩・珪質岩をはさみ，褐鉄鉱団塊や

石灰質団塊をふくんでいる．層準により植物化石が多量に産し，P∫67・ψ妙伽彫，1陥o廠，P66曜6廊などが

普通に産する，炭層を構成する植物としては，砿観h如，魏凝吻」6廊，P卿卿廓，B縦妙⑳伽窺が多い．

　來炭層は，先白亜紀および第三紀をつうじての構造運動によって強く摺曲し，断層によって寸断され

ており，緩傾斜の炭層はごくまれである．したがって，炭層は同一堆積盆地内でも膨縮がはげしく，探

鉱に困難を伴っている．

　主要炭田は，っぎの5地域に分布する．

　a．北エルブルーズ（Elburz）地域

　b．南エルブルーズ地域

　c．コラッサン（Khorassan）地域

　d．ケルマン（Kerman）地域

　e．その他中央州など

　a．北エルブルーズ地域

　ライアスの來炭層はエルブルーズ山脈にそって走り，北に傾斜してカスピ海底に達している．炭層は

炭丈平均L5mで，炭層数が多く，水平方向によく連続する．炭質は粘結炭であるが，灰分と硫黄分に富

む．この地域の來炭層については未調査のところがおおく，西Mazamdaran，Sheergah，Sh＆ikh－Monsa

およびH：erazの諸峡谷にもライアスが分布しており，炭層が賦存する可能性があると考えられる．

　本地域にはZirab，KarmuzdおよびGalandaroudの3炭田がある．

　　　　　　本炭田の中央部に，イラン最大の国営Zirab炭鉱があって，これは，その付近にイラン
　Z蝕aあ炭田
　　　　　　　横断鉄道が通じていることからも，比較的よく開発されている．

　炭田に分布する地層は，デボン系・石炭系，三畳系・ジュラ系および第三系であり，白亜系は発見さ

れていない．來炭層のライアスは，いちじるしく厚層であり，炭層をふくむ珪質岩と礫岩を覆って，砂

岩・頁岩の互層が発達する．このライアスを覆って，厚さ数100mのドッガーの石灰岩が分布する．地

層は多数の衝上断層および正断層によって切断されているため，炭田内の地層対比が困難である．

　　　　　　　　　Zirab炭田の南西に隣接した地域にあるが，Zirab盆地のなかで，まだ調査がすす
　K鑓m聰z岨炭田
　　　　　　　　　んでいない地域である．本炭田には層厚1，500mに達するライアスがあり，これは

赤色～灰色砂岩と頁岩から構成されていて，上部に○肥4劾をはじめとする植物化石を産する．

　炭層数は多いが，現在稼行中のものはわずかである．

　以上の両炭田をっうじて，石炭は渥青炭・ガス炭ないし長焔炭であり，比較的灰分が少なく，粘結性

がある．両炭田の平均的な炭質は以下に示される．

　水分％　灰分％　揮発分％　固定炭素％　　硫黄％　　　発熱量kcal／kg　　　H％　　　　　N％

　1～3　　2声》13　　　30～40　　　　82～85　　　　0．7～　1　　　　5，685～　8，200　　　　5～　5．7　　　　0．9～　1．1

　注2）エカフェ統計年鑑（1970）によると，渥青炭だけでは，29万5，000tである．

44一（678）



世界石炭資源資料（井上英二）

第1表　イランの主要炭鉱別要目 （ALlpouR　and　HAERI，1961による）

炭　田　名

炭　鉱　名

位 置

年産（1960）

　　千t
埋蔵量

　百万t

Zirab

Zirab

テヘランの
北216km

60

1　　ドかなりある

炭　丈　m
1α3一・・8

Shemshak Khorassan Kerman

Shemsh翫k

テヘランの
北　60km

1未調査

G勾erehyl垂の他小企18台fshmeかAg6a，b＆ndlH・両edtk

アヘフンの
北　117km

30

テヘランの
北

55～100km
100

マシエツド
の南

　200km
20

1未調査1未調査11
tα3一α71α3一α61α6一α7い・・

炭

質

　
平

均

）

水分％巨一5 2 2 4
灰分％11512・一2512・一251 20

揮糊25－4・i25 25 い5－25

硫矧1・・ 1．5 L751 1。0

灘／ろ…1◎5・・1⑤5・・POllあ。1⑤5・・

粘結性1非・釧粘 粘 粘1粘・非
備考1開発期待1 1開発期矧

東マシエツ
ドの南

　140km
15

未　調　査

1．0

1

25

20

2．0

5，500

非

ケルマンの
北　70km

18

40～45

1．0～3．0

3

10

28～30

1．0～2．0

7フ500

粘

開発期待

Badam．

　　uyeh

ケルマンか
ら　36km

3．5

50

0．3～1．0

5

20

26

1

6，000

非

　埋蔵炭量は1，000万t以上と見こまれる．

　　　　　　　　カスヒ。海沿岸低地とエルブルーズ山脈とが接する地域にあって，ここでは，ライ
Ga肱龍δ躍o腿dl炭田

　　　　　　　　アスが60kmにわたって背斜構造をなしている．背斜部には，稼行可能炭層が数

枚露出している．すなわち，6炭層がBaharbanに，8炭層がNahroudbarとGα1andaroudにそれぞ

れ露出し，いずれも稼行可能である．これらの炭層の炭丈の合計は約13mである．ライアスの岩相・層

序は，Zirab盆地のそれと同様である，

　b，南エルブルーズ地域

　この地域は首都テヘランから近距離にあるので，石炭の調査・開発が比較的よく行なわれてきた．こ

の地域には，V・くつかの含炭地・炭田があるが，重要なのはShemshak炭田である．

　　　　　　　本炭田に分布する地層は，赤色頁岩・砂岩・珪質岩・石灰岩からなるデボン系には
S甑e鰹s臨a聖炭田

　　　　　　　じまり，暗灰色石灰岩・珪質石灰岩からなる石炭系，雑色頁岩・石灰岩・珪質岩の

石炭一二畳系があり，これらを覆って，來炭層のライアスのShemshak層が分布する．ライアスは，下

から1）含炭頁岩層，2）砂岩層，3）含炭頁岩層，4）砂岩層に4分される．ライアスの上位には，上部ジュ

ラ系の海成緑色頁岩・砂岩である．

　稼行炭層は数枚あって，これは西方のShahroud峡谷の炭層帯の延長と考えられる．

　本炭田にはShemshak炭鉱をはじめ，v・くつかの炭鉱が操業しているが，v・ずれも小規模であって，

年によって開坑・閉山をくりかえしているようである．

戸稼行炭層は4層，平均炭丈0．3－0．7m，このうち，最も良質の炭層はShahrag層である．

　本地域の石炭の平均的分析値は以下のとおりである．

　水分％　　灰分％　固定炭素％　硫黄％　　発熱量kcal／kg　　H％　　N％　　　　o％　　P％

　0．2～　0，8　　4～12　　　70～87　　　1．1～　7．9　　6，600～　8ン200　　4～5　　　1～　1．6　　　1．3～　4．8　　1．54

　図幅調査によれば（ALAvl，M．A・et　aL，1969〉，これらの炭層の上位にも炭質岩層があって，多数の小

規模な採掘跡がある．また，本地域の始新統Karaj層にも薄炭層が存在する．これらの炭層は現在，稼

行価値が少ないとみられているが，調査次第では，小規模な開発が可能かもしれない．
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　c．コラッサン東部地域

來炭層のライアスは，本地域からアフガニスタンまで連続している．地質的特性は，堆積岩が，花闇

岩の貫入によって，広範囲に変質していることである．

本地域には多数の小炭坑があるが，そのなかで比較的規模が大きいのは，国営のCheshmen－Go1炭鉱

と，私営のAg－Darband炭鉱のふたつである．

C恥e幽meかG・1炭鉱　アフガニスタンとの国境付近に位置し，メシェッド（Mashad）の南東200km

にある．來炭層はライアスないし下位のレーチックであ窮南部と北部とで花歯岩の貫入をうけている．

ライアスは礫岩・砂岩・頁岩からなり，火山物質をふくんでいる．

炭層は6層あって，炭丈は各0．1～1mであり，走向方向に15kmにわたって採掘されている．稼行

炭層のCheshmen－Go1層はレンズ状をなし，最も厚い部分では山丈8mに達するが，近距離で薄化する．

炭層は地表付近では50。ていどに急傾斜するが，深部にむかって20～25。ていどに減ずる．

炭質は一般に良好で，発熱量6，500kcal／kgであり，地下深部にむかって粘結性が増すといわれてい

る．また，下位の炭層は上位のものよりも灰分が少ない．

埋蔵炭量は約100万t，年間生産量（1960）は2万tであった．

Ag－Darb蹴縄炭鉱　メシェッドの南140kmにある．地質・炭層数・炭厚はCheshmen－Gol炭鉱の場

合とほぼ同様であるが，調査がすすんでいないので詳細は不明である．炭質はCheshmen－Go1に比較し

てやや不良で，粘結せず，発熱量は5，500kcal／kgていどである．

　d．ケルマン地域
調査は，この地域全般になされてはいないが，イラン最大の炭田となる可能性がある。ライアスの來

炭層はケルマン北部に分布し，北西一南東方向に走っている．その分布は，摺曲・断層によつて複雑で

ある．

炭層の露頭は多くの場所で発見されており，IJo両edtkとBadamuyeh両炭鉱で稼行されている．

翌o醐e銀臨炭鉱　ケルマンの北70kmにある。炭鉱周辺の地質層序は以下のとおりである．

ドッガーおよびライアス統……炭層をはさむ砂岩・珪質岩・頁岩からなり，海成層を

はさむ．同統は岩相から4部層に区分され，炭層はC・D両層に介在する．

一…一一ρ・一一一一一一一一一一顕著な不整合〃一一・一一～一…一、～～～～一一

二畳・三畳系……いちじるしく厚層のドロマイトと炭酸塩岩からななる．

石炭系……化石にとぼしい石灰岩．

デボン系……砂岩・珪質岩・石灰岩．

炭層は，C・D両層に炭丈3mの璽）のが2～3枚存在し，常に向斜構造の翼部にだけ露出している．

炭質は粘結性があり，発熱量は7，500kca1／kgで，良質である．

埋蔵炭量は4，000～4，500万tと推定されている．

B誠鍵m麗y磁炭鉱　12層以上の炭層があり，これらの炭丈は0。3・）1．Omである．炭質は弱粘結ない

し非粘結で，発熱量は6，000kcal／kgである．埋蔵炭量は，地質構造が複雑であるので，まだ十分調査

されてはいないが，5，000万tが見こまれている．

ケルマン地域の炭田は，最近，国営イラン製鉄所によって，原料炭確保のために，ソ連の技術援助の

もとに開発がすすめられている．

　e．その他の地域

　トルコ国境に近いアザルバイジャン地方のタブリズ付近では，多数の炭層が存在し，ごく小規模に採

掘が行なわれているが，まだ，くわしい調査が行なわれていない．この地域の石炭は，高硫黄分の褐炭

である．
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　中央州のイスファーハン付近にも多数の炭層があって，小規模に稼行されているが，地質の詳細はわ

かっていない。

　2．2，3石炭の開発状況と将来

　イラン全土の年間生産量は37万2，500t（1968）であり，1963年の生産量の70％増であった．生産量

の約85％は，わずか5炭鉱から産している．炭鉱数は多いが，大きな炭鉱は国営である．1960年にお

ける炭鉱別の生産比率は，Zirab炭鉱20％，ケルマン地区の炭鉱群17％，Cheshmen－Gol炭鉱16％，

Shemshak炭鉱17％，Abyek炭鉱15％，その他の炭鉱15％であった．

　イランにおける石炭の利用は，主として，北部辺境地域の工場，製糖工場，セメントエ場，冶金用，

家庭用燃料等である．しかし，近い将来，生産量60万tの製鉄所がイスファーハンに建設されることに

なっており，製鉄用原料炭の需要が生ずる．また，同国の原料炭がパキスタンの製鉄所に輸出されるこ

とになれば，同国の外貨獲得に一役買うものと思われる．

　イランの埋蔵炭量は，わずか1億tとされているが，同国の地質状況は隣国のトルコのそれに類似し

ているので，調査がすすめば，ライアス統のほかに，石炭系や第三系にも渥青炭が発見される可能性が

あろう．また，トルコでは，新第三系の褐炭が広範囲に分布し，地方の燃料資源として，また低品位炭

利用の火力発電所の燃料としてよく利用されている．イランの北西部においても，鮮新統に褐炭の賦存

が報告されていることから，辺鏡地における褐炭の地方経済への貢献が考えられないことではない，

3．パキスタン

　3．1地質的背景
　パキスタンは，地形的に，東部のインダス河流域平野，西部のバルチスタン山岳高原地域および北部

のカシミール山岳地域とに大別される．平野部と山岳高原地域は，同国のほぼ中央を屈曲しながら南北

方向に走るスレイマン山脈・キルタール山脈によって境される。西部の山岳高原地域は，イランのザグ

ロス山脈の東延長部にあたり，東西に走る急峻な山岳と，それに囲まれた砂漠，荒地の盆地からなる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／〈i・
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第5図　パキスタンの地形概要
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第6図　パキスタンの主要地質構造
　　（HuNTINGSuRvEYCoRPoRATloNLTD，，19611こよる）

この地域はバルチスタンとよばれる．

　カシミールに接する北西部州の山岳地帯は，ヒン．ズクシー一カラコルムーヒマラヤ山脈系の南西部を

占め，これらの大山脈群から派生した北北東一南南西方向の急峻な山脈群により構成される．

東部の広大な平野部は，インダス河の堆積物で形成されたもので，西部の山岳高原地域と，東方のイ

ンド半島低丘陵地域にはさまれて存在する．平野部の東部には，インドから続いたタール砂漢がある．

　インダス河は，パキスタン北方のカシミールに端を発し，多数の支流をあつめて蛇行しながら，平野

を南下してアラビア海にそそぐ．河口付近のカラチとタール砂漢間は，広大なインダス河デルタ地帯で

ある．

　地質構造的にみると，スレイマン・キルタール両山脈を構成する中央背斜・ラスベラ背斜があって，

背斜構造の核部に中生層が広く露出する．この背斜地帯は，中軸帯とよばれる（第6図）．いっぽう，イ

ンダス河に沿って，大向斜構造が沖積平野下に存在する．これらの2大構造は骨格として，多数の複雑

な摺曲・断層が存在する．これらは，主として鮮新世から更新世にかけて完結したヒマラヤ造山運動に

よって形成されたものであるが，そのほか，ジュラ紀から第三紀をっうじて断続的に生じた造山運動お

よび古生代未のヘルシニアン造山運動にもとづく構造が存在する．

　パキスタンに分布する岩石は，大きくみて，北西部山岳地域におけるヒマラヤ地向斜堆積岩および変

成岩，バルチスタンにおけるテチス海地向斜堆積岩と，それらに伴う火成岩である（第7図）．

　3．1．1先カンブリア系一下部古生層

　北西部山岳地域に分布し，8alt　Range層とよばれる．無化石の粘板岩・石灰岩・砂岩および変成岩

からなる．

　3．1．2下部古生層

　主として，パンジャブ地方からカシミール地方に分布し，カンブリア紀中期の三葉虫化石を含む

Jhelum層群，シルル～デボン紀のSawali－Chamla層群，下部Swat－Bumer層群，Tanawa1層などがあ

る．これらは千枚岩・珪岩・礫岩・グリットおよび片岩類からなる．
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第7図　パキスタンの地質概略
（EGAFE，1971地質図にもとづいて編集）

　3．1．3石炭・二畳系

　北西部山岳地域のSaltRangeにおけるNilawachan層群とプロダクタス石灰岩層，バルチスタンの

Alozai層群，Shiri舩b層からなる。前者は赤色砂岩・石膏層および氷河堆積層からなるテチス地向斜縁

辺相で，後者は暗灰色石灰岩・頁岩からなる地向斜中心相を示す．

　ヘルシニアン造山運動後，北西部山岳地域は変化して高地となり，火山活動が盛んであった．この時

期の火成岩は，北部の石炭紀から三畳紀にかけての地層中に広く介在している．

　3．1．4三畳系
　暗灰色石灰岩・頁岩からなり，中軸帯の中央背斜の核部を構成する．北西部州では，三畳系はアンモ

ナイト・腕足類をふくむ石灰岩である．

　3．1．5ジュラ系

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49一（683）



地質調査所月報（第23巻第11号）

第2表　パ　キ　ス　タ　ン　の　層　序

　　　　　　　　　（パキスタン・シェル石油会社による．）

第

紀

白

亜

紀

ジ

i
フ

紀

畳
紀

鮮新・更新世

中　　新　　世

漸　　新　　世

始

新

世

上部
中
部

下

部

暁
新
世

ダ　ニ　ア　ン

上 部

中 部

下 部

上　　部　　？

中 部

ラ　イ　ア　ス

キルタール　地域

Manchhar層

Gaj層

Nari層

Kirthar層

　　　（石　　炭）Laki層　　　（石油・ガス）

Ranikot層
（石炭・石油・ガス）

一”？一一

Cardita　beaum帯

Pab層

Orbitoides帯

Parh層

…？・・

ベレムナイト頁岩層

Chiltan層

Mor層

Juner層

スレイマン地域

Siw＆rlk層群

Nari層

Kirthar層

Gha功層　（石炭）

Dunghan層

珪質砂岩層

Nishpa層

P飢h層

ペレムナイト頁岩層

Chiltan層

三畳系から連続した岩相を示し，石灰岩・頁岩からなる。一般に化石が少なくて，アンモナイトはま

れである・バルチスタンでは：Laralai層・Chiltan層・中軸帯ではWin4er層群とZidi層がジュラ系で

ある．北部のSalt　Rangeでは，Samana　Suk石灰岩層とDatta層である。

3．1．．6白亜系

中軸帯とバルチスタンに広く分布する．白亜紀は構造的に不安定な時代で，地向斜内における地背斜

の形成，広域火成活動，堆積作用の変化等がみられる，白亜系の岩石はほとんど海成層であり，三畳・

ジュラ系と異なって，種々の泥灰岩・ラヂオラリアチャート・枕状熔岩・蛇紋岩などからなるオフィオ

リチック統であり，イランの“雑色メランゲ”に対比される．白亜系の上部は，P食b砂岩層として知ら

れるフリッシ型の砂岩である。

3．L7新生界
パキスタンで最も広く発達している．中生界との境界には，構造的に大きな不整合はみられない．テ

チス海の一部を占めるバルチスタン地向斜は，中生代からひきつづいて新生代前半にも存在したが，漸

新世から次第に狭小となる．堆積相も，それまでの石灰岩を主とした岩相から，しだいに砂岩・頁岩の

砕屑相に変化していく．
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　暁新統　暁新統と始新統は，燃料資源からみて，重要な地質系統である．暁新統はバルチスタンで

Ranikot層とよばれ，主として海成砂岩・頁岩および石灰岩からなる．Ranikot層およびその相当層に

は稼行炭層が存在する．また，ラワルヒ。ンディ付近では，R・anikot層から石油が産する．シンド地方の

西部では，河成堆積物からなっている．

　始新統　Laki層群，Gha両頁岩層，Sakpsar石灰岩，Bhadran層等，同国の主要i爽炭層・主要産油。

ガス層があって，これらは，主として，石灰岩と頁岩とからなる．

　漸新統パキスタンで最も広く分布する。海成のフリッシ型の砂岩頁岩互層からなる．ヒマラヤ地域

の上昇によってしだいに地向斜はせばめられ，河成堆積物が北から南へ進出する．

　中新統　地向斜は小さくなり，海性環鏡は南部にかぎられる．海成堆積物は南部にむかって厚層化し，

北部では哺乳類化石をふくむ河成堆積物である．

　鮮新統　中新統よりさらに分布が限定される．同統が最も発達した地域は，イラン国境に接するバル

チスタン西部であり，ここでは，デルタ成堆積物が存在する．

　鮮新一更新統　ヒマラヤ造山運動によって，北部の山岳地帯の小盆地には，Siwalik統とよばれる淡

水成モラッセ堆積物が形成された，この地層は，摺曲・断層運動をうけている．

　更新統　バルチスタンでは，火山岩の噴出がみられる．カシミールでは，氷河堆積物を含む地層があ

って，象の化石を産する．

　沖積層　現在のインダス平野を構成する砂礫・泥および砂丘堆積物である．

　3．2石炭資源
　3．2．1概　　要

　パキスタンの石炭鉱業は古く19世紀末にさかのぼるが，1925年に良質の石炭がインドのペンガル地方

で採掘されるようになって以来，パキスタンの石炭鉱業は一時衰退し，零細企業の手でごく小規模に採

掘が行なわれた．1947年の同国独立以来，パキスタン政府はエネルギー資源確保のため，鉱物資源局地

地質調査所をはじめとして，英国・西独・カナダおよび日本等各国による，またコロンボ計画等による

国連機関の技術的・財政的援助によって，全国の炭田調査を行なうとともに，炭鉱の開発・発展にカを

そそいできている．

　パキスタンの石炭の地質時代は，稼行炭層のすべてが第三紀暁新世および始新世である．その他，ジ

ュラ紀と古生代の地層にも炭層が存在するが，これらは炭丈がうすく，現在のところ，経済的価値はな

いとみられている．炭層の厚さは最大2m以下，一般に数10cmから1m前後の厚さである．炭層の膨

縮がはげしく，短距離で尖滅することも多い．炭層の不安定さは，堆積当時の条件注3）にもよるが，摺

曲・断層による強い擾乱に大きく由来している．

第3表　パキスタン炭田別生産量と埋蔵炭量

地　　区　　名

S＆rgodha－Rawalpindi

Qμetta－Kalat

Hyderabad

炭　　田　　名 生産量（196・）t　l埋蔵炭量（1969）1・・万t

Makerwal炭田
（kohat含む） 141，835 21．6

Sε江t　R．ange炭田 166ラ697 75．0

Khost－Sharigh閣

Earmani炭田 206，418 40．0

Mach炭田 84，196 15．0

S・rRang色Degari炭田1 195フ510 53．0

L＆khra炭田 21．9

Meting」himpir炭田1
25ン147 28．0

　　　　　　　　計　　　．1　81窃8・31　25生5
注3）QURESHI，N．H．（1961）によると，パキスタンの古第三紀の石炭は海性環境で堆積したとされている．
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　　　　　　第8図　パキスタンの炭田分布
　　　　　　　（AHMAD，Z．，1969にもとづV・て編集）

　炭種は低品位褐炭から亜渥青炭であって，燭炭タイプの石炭もあり，高品位渥青炭および無煙炭は産

しない．炭質は，一般的に，灰分・揮発分・硫黄分が高く，固定炭素分が低く，発熱量が低く，かつ非

粘結である．野外に放置すると容易にくずれ，自然発火するという特徴がある。塊炭についてみると，

3cm以上の塊炭は全生産量の％～％ていどである．このように，パキスタンの石炭は劣質であるので，

その用途は，ほとんど練炭用・焼石灰用・家庭燃料用などにかぎられている．

　埋蔵炭量は2億5，400万t注¢）であるが，調査の進展に伴って，かなりの増加が見込まれる（第3表）．

　生産量は117万6，000t（1969）であった．

　3．2．2炭田各論
　主要炭田は中軸帯，すなわちスレイマン山脈地域以東に分布する．同国パンジャブ地方北西部の

Sargodha－Rawalpindi地区，バルチスタンのQμetta－Kalat地区，およびカラチ北東方のシンド州

Hyderabad地区が，主要産炭地である．これらはさらに，次のように区分される．

　a　Sargodha－Rawalpindi地区

　　Makarwa1炭田
　　　SaltRange炭田

　注4）資料によって，埋蔵炭量が異なってV・るので・筆者は・炭田別の全炭量を合計した．KHAN，N・M・（1961）によると・全炭量

　　　は1億7，425万tである．
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　b　Qμetta－Kalat地区

　　Khost－Sharigh－Hamai炭田

　　Mach炭田
　　SorRange－Degari炭田

　c　Hyderabad地区

　　Lakhra炭田

　　Meting・Jhimpir炭田

　以上のほか，アザル，カシミール地方，ペシャワル付近，Qμetta－Kalat付近その他に小含炭地があ

る．

　a．Sargodha．R批walpindi地区

　インダス河上流のパンジャブ地方のラワルヒ。ンディとペシャワル間にあり，ソート山脈，トランスイ

ンダス山脈の山麓部に存在する．この地区は複雑な構造をもつ堆積岩からなる．暁新統と始新統に，2

枚の稼行炭層がある．

　M慮躍w謡炭田　Makarwa1の西2マイルからKalabaghの西8マイルまで，30平方マイルを占めて

ひろがる．

　炭層は暁新世Dhak　Pass層の下部に存在する．來炭層は背斜構造をなし，背斜東翼は断層でひどく

擾乱されているが，西翼は擾乱が少なく，300内外の傾斜で西に傾く．

　稼行炭層はMakarwal層と称される一枚ものである．炭丈は0．7～3．3mであるが，側方変化がはげ

しく，石炭露頭は約1q　kmにわたって連続するが，稼行できる部分は，その％の距離にすぎない。炭

質上，高揮発分亜歴青炭に分類され，つぎにのべるSalt　Range炭よりも品質が良好で，塊炭の割合が

多い．また，樹脂の含有量が多い．

　埋蔵量は，地下200m以浅で，2，160万tと見込まれる．

　本炭田では，かつて，ほとんどの炭坑が露頭からの採炭を小規模に行なっていたにすぎないが，現在

は，西パキスタン工業開発公社（WPIDC）の坑道掘進による地下深部の開発によって，目産200tを生

　　　　　　　　　　　第4表パキスタンの石炭分析表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζAHMAD，Z。，1969より編集）
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発熱量BTU（　）　をま　kcal／kg

9，500～1L850
（5ラ280～6，530）

7，100～11シ100
（3，940～6，170）

8，500～12フ400
（4，720～6，900）

9ラ000～11，000
（5，000～6，110）

9ブ200～10ラ300
（5，llO～5，720〉

7ラOlO～7ン660
（3，900～4，250）

7，400～9，800
（4，llO～5，440）

地質時代
地層名

暁新世
Dhak　Pass層

始新世
Patala層

始新世
Gha勾層

同　　上

同　　上

暁新世

Ranikot層

暁新世一始新世
OngarまたはLaki層

始新世
ヌンムライト頁岩
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産している。

　Sa脆R蹴ge炭田Khushabの北32kmからKhewraの北東24kmにわたって，約256km2を占める．

　來炭層は始新世早期のPala松頁岩層である．同層は，多数の断層で切断されながら，向斜構造の台

地を形成している。

　來炭層には数枚の褐炭層と炭質頁岩が存在するが，稼行炭層は1層であり，これはDandot層と称さ

れる．炭丈は数10cmから1．7mであるが，，一般に，炭層は深部にむがって薄化する傾向がある・炭

丈は側方変化がはげしく，炭層はレンズ状に膨縮したり，あるいはwashoutされたりしてV・る・

　炭種は褐炭ないし高揮発分渥青炭であり，灰分と硫黄分が多く，自然発火するので貯炭がきかない。

　埋蔵炭量は7，500万tである．

　炭層は小規模な露頭掘りの炭坑群によって採掘されているが，構造的にも地形的にも，大きな発展は

期待できない，

　b．Qμetta－Kalat地区

　バルチスタン地方の国境付近にあって，以下にのべる3炭田を含むほか，他の10数地点で，始新世の

褐炭の産出が知られている．しかし3炭田以外の小含炭地の石炭は炭厚がうすくて稼行にたえない。Pir

Ismail　Ziaratで3～4層の稼行可能炭層があるが，地質構造が複雑であり，炭層の連続性がつかめな

い．

　K恥os重・肱ar茸幽髄簾澱量炭田　Qμettaの東36kmにあり，面積205km2である，鉄道のSibi－Zardalu

線のHamai駅は炭田の東端にあり，鉄道は炭田の北縁にそって走っている．

　來炭層は始新統下部のGha垢頁岩層であり，地層は北西一南東に走る背斜・向斜を形成する。翼部の

傾斜は40。以上であり，断層が発達する．

　炭層数は多いが，稼行炭層は3層であり，そのうち上層は炭丈0．4～0，7m，中層は0．7～LOm，下

層は0．5mである．炭種は高揮発分渥青炭であり，なかでも上層は，パキスタン炭のなかで最高の発熱

量をもつ．わずかに粘結性がある．

　埋蔵炭量は約4，000万tと推定される．

　Nakusとzardalnに小炭鉱があり，年産10万tを産してv・る．

　S舘R鴫ge－D量g恥ar童（Peg我r量）炭田　Qμettaの東約16kmから南東にひろがる．面積約46km2・

　i爽炭層は厚さ2，000mの始新世のGha萄頁岩層であり，炭層は同層の上限から約500m下の層準に

介存する．同頁岩層は，石灰質砂岩・礫岩・石灰質頁岩からなり，淡水性ないし汽水性の化石を産する．

來炭層は向斜構造を形成し，その西側は大断層で切断されている．地層の傾斜は45。以上である・

　稼行炭層は2層あって，そのうちの上層の炭丈は0．8～LOm，下層の炭丈は1。3～L6mである。しか

し・炭層は，膨縮がはげしく，最大3m強から，わずか0．1m前後まで変化する・

　炭種は亜渥青炭であり，パキスタン炭としては比較的灰分・硫黄分が少なく，練炭用に適している。

　埋蔵炭量は5，300万t，うち3，300万tが確定炭量である．

　北部ではDegari，Sharigh等の大きな炭鉱（BH：M・Habibullah会社）があり，最近，目産1，000tの

出炭がなされている．その他の炭坑はいずれも小規模であって，露頭から炭層の傾斜に沿って，わずか

数100皿（深度にして170m以浅）しか採掘されてV・なV・．西パキスタン工業開発公社（WPIDC）は，

本炭田の中央部において，1マイル長坑道を掘進中であり，同坑道完成時には，年産約30万tの出炭が

期待されている．

　麗a面炭田　Qμettaとカラチ問の鉄道の両側に存在し，40km2を占める．

　來炭層は始新世のGha勾層である．この地域は，バルチスタン地方で最も地質が複雑で，地層はつ

よく摺曲し，急傾斜している。地質的にみて，Mach南のBor　Hill向斜地域をのぞいて，本炭田の発展

の可能性は少ないとみられる．

　稼行炭層1ま3～4層あって，炭丈は0．1～L7mである．炭質的にSor　Range炭に似ており，灰分・

硫黄分が多い．またくずれやすく，自然発火しやすい．
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埋蔵炭量は，地下70m以浅で約1，500万tと見込まれる，

　c．Hyderabad地区

　カラチ北東方のシンド地方にあり，暁新統と始新統に各1層の稼行炭層がある．1941年以来，小規模

に開発が行なわれてきた．

　肱臨職炭田　カラチ地方約130km，またはMetingの北約48km，パキスタン西部鉄道Khanot駅の

西約16kmに存在する，面積約205km2．

　i爽炭層は暁新世のRanik・t層で，南北方向にのびるゆるやかな背斜構造を形成し，地層の傾斜は2。

前後である．多くの正断層が発達する．

　炭層は深度50m以浅に炭丈0．8～2．8mのものが1層，深度170mまでには，2層以上の炭層がある．炭

質はMach炭に似ており，褐炭なV・し亜渥青炭である。

　確定炭量は2，190万tであるが，推定炭量を含めると1億7，400万tといわれている．

　本炭田にはLailian炭鉱があって，12年前から現在までの総産出量は12万5，000tである　（石』炭時報，

1971）．

　Me趣9rJ腫聯贈炭田　カラチの北約130kmに位置し，面積約900km2である，JhimpirとMeting

問の鉄道，およびカラチとハイデルバッド高速道路，それぞれ炭田の西縁と東縁に沿って走っている．

　炭層ほ暁新世後期から始新世にかけてのOngar層またはLaki層の上部に介在する。地層は西方に緩

傾斜し，小断層で切断されている．地質構造は比較的簡単である、

　稼行炭層は1層で，炭丈は1m以下，平均0．7mである。灰分・硫黄分の含有率が高く，風化して崩

壊しやすく，自然発火をひきおこす．

　可採埋蔵炭量は2，800万tである．

　以上のほか，アザル・カシミール地方に，いくつかの含炭地がある。それらのうちM駆謹躍ab謡と

K・醗の両含炭地では，始新世のヌンムライト石灰岩・頁岩層の基底部に炭丈0．3～1．3mの炭層が存在

する．炭質は褐炭ないし亜渥青炭で，灰分・硫黄分が比較的少なく，良質である．しかし，炭層の側方

への連続性にとぼしい．埋蔵炭量はMuzafEarabadで2万t弱，：Kotliで13万t弱である．

　3．2．3石炭の開発状況と将来

　パキスタンの石炭は，古第三紀の褐炭ないし亜歴青炭であり，灰分と硫黄分が高く，良質でないので，

その利用は主としてブリケット用，家庭燃料，およびごく小規模な火力発電用と機関車燃料用等である．

そのうえ，近年における石油・天然ガスの急速な進出によって，国内における石炭産業の見通しはかな

らずしも明かるいとはいえない．

　しかし，その国情をみると，同国の工業化による発展のためには，エネルギー資源の絶対量が大きく

不足しているので，国内の石炭開発は，なおまだ重要な課題のひとつとされている。石炭の増産をはか

ることは，国内にとぼしい森林資源の保護，輸入炭の外貨節約，就業人口の増加等，国内経済の発展に

大きな意味をもっている．

　したがって政府は，同国地質調査所・工業開発公社および先進国・国連の経済的，技術的援助によっ

て，さらに新しい炭田の探査あるいは発見の努力を続ける一方，私企業炭鉱の育成と援助，工業開発公

社による目産3，000t出炭能力の炭鉱建設，低品位炭のコークス化の研究，Qμettaに低温乾留プラン

トの建設，亜渥青炭の用途開発，褐炭利用の肥料工場およびセメント工場の設計等を行なっている．低

品位炭のハードコークスヘの転換の研究に関しては，最近のニュースによると，Sharigh炭鉱で同研究

の成果があがり，現在，工業開発公社によって，コークス転換工場の設立が行なわれようとしている．

4．　バングラデシュ

4．1地質的背景
バングラデシュ（旧東パキスタン）は，ガンジス河の下流を占め，インドのアッサム州に接する国境
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　　第9図　バングラデシュの地質概略と炭田・泥炭地分布
　　（KHAN，F・H・，1961およびAHMAD・Z・，1969にもとづいて編集）

付近をのぞいて，ほとんど全域が平坦な沖積平野とごくなだらかな丘陵であって，ガンジス河口付近は，

広大なデルタ地域となっている．したがって，同国の地表に分布する地層は，デルタ沖積層，氾濫原沖

積層，洪積層および東部と北部の丘陵地域に露出する鮮新統・中新統にすぎない（第9図）．

　しかし，最近，西部の国境付近における深部試錐の結果，地下に古第三系，白亜系一石炭系および先

カンブリア系の伏在が確認された．

　4．L1先カンブリア系
　片岩・片麻岩・珪岩・白粒岩・花闘岩・はんれい岩等からなり，同国西部から南東部にむかって深度

を増しながら伏在する．これはインドのDharwar系あるいはGudd叩a虹系に対比される可能性がある．

　4．1．2石炭一白亜系（ゴンドワナ系）

　同国西部の地下深部において，先カンブリア系を不整合に覆った厚い堆積層がある．この地層はイン

ドのゴンドワナ系に対比され，厚さ数1，000m以上の砕屑岩からなる．同系は上・下に2分され，下部

はGlossopteris植物群で特徴づけられる上部石炭系～三畳系，上部ptylophyllum植物群を含む中部三
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畳系～下部白亜系である．最下部のTalchir巨礫岩層は，石炭紀の氷河堆積物といわれる．その上位に

重なるDamuda統は厚さ2，400mの砂岩・グリットからなり，その中部に多数の炭層をはさむ．イン

ドでは，Damuda統の上にPanchets統があるが，ここでは後者が欠除していて，Damuda統を不整合

に覆って，ゴンドワナ系上部のMahadeva統，Rajmahal統，Jabalpur統が重なり，最上部にumia

層がある．

　4．1．3古第三系
　古第三系のTura層とSylhet石灰岩層注5）は・，ゴンドワナ系を不整合に覆って発達し，北にむかって

基盤（先カンブリア系）にオーバーラップしている，同系はきわめてゆるやかに摺曲し，断層による擾

舌Lをまあまりなv・．

　4．L4新第三系
　新第三系以上の地層は，同国の地表に露出する．下部中新統Surma層群は，東端のチッタゴン付近

から国境にかけて広く分布する．主として砂岩・頁岩・礫岩からなる．

　中一上部中新統Tipam層群は，Surma層群を不整合に覆ってチッタゴンからシルヘット間の丘陵地

帯に露出する．同層群は粗粒砂岩・雑色泥岩の互層で，褐炭層をはさむ．

　鮮新世のDupitila層群は，アッサム国境付近に分布し，シルヘットとコックスバザール聞のなだら

かな丘陵を形成している．淡紅色ないし白色の中粒砂岩・灰色ないし青灰色泥岩からなる．

　4．1．5第四系
　洪積層はMadhupur粘土層とよばれ，中央丘陵地域に分布し，赤色ないし黄色の非石灰質粘土から

なる．

　氾濫原沖積層は，ガンジス河，メグナ河，ブラハマプトラ河の流域に広く分布し，砂，泥からなって

いて，ところにより泥炭層をはさんでいる．

　デルタ沖積層は，同国南部の平野部，すなわちガンジス河口付近に広く分布し，泥炭を含む粘土層で

ある．

　4．2石炭資源
　4．2．1概　要

　バングラデシュには，古第三系以下の地層が地表に露出していないために，現在採掘されているもの

は，沖積層に産する泥炭だけである．しかし同国西部の地下深部には，ゴンドワナ系の來炭層の伏在が

確認されていて，現在この良質の渥青炭の開発に努力がはらわれている．また，同国北部国境付近の地

下で，古第三系の褐炭層が発見されている．

　4．2．2　ゴンドワナ系の渥青炭と古第三系の褐炭

　ゴンドワナ系の濯青炭　インドの主要來炭層は，二畳一石炭紀の下部ゴンドワナ系に含まれている。

同地層はインド東部からバングラデシュ西部にむかって，ゆるやかに傾斜し，同国の地下深部に伏在す

る．同国におけるゴンドワナ系の炭層の発見は，1959年のE　S　S　O石油会社の深部試錐によって行なわ

れた．すなわち，同国西部の国境付近のRajshahi－B・gra地域では，地下700～3，000mの深部に，炭層

の存在が確認された．

　同地域で実施された10数本の試錐と物理探査によると，地下には北東一南西にのびる先カンブリア系

の隆起部があって，その南東側が急激に沈下しており，そこにゴンドワナ系が厚く堆積している（第10

図参照）．ゴンドワナ系の地質構造は，先カンブリア系で構成される盆地の形態に大きく規制されている．

ゴンドワナ系の炭層は同系の厚さが1・OOO～1，300m以上であるところに発達していて，それよりうす

いところでは，稼行可能炭層はまれである．換言すれば，基盤の深さが1，700m以深のところに炭層が

発達している．

　確認された炭層の賦存範囲は，長さ11．2km，幅4．8kmである．炭層の厚さは1．7～50m注6）といわ

れている．

注5、インドのアッサムのJaintia統中部層に相当するし徳永・春城・1970）．
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深線図と断面図（FARAH，A・，1969による）

炭質は粘結性の潅青炭であり，樹脂を含むビトリットからなる。

　確定炭量は7億6，000万t，予想炭量は7億tと推定されている．

　同国の独立直前まで，すなわち東パキスタン時代までは，当時の政府の第4次開発計画によって，2

億3，900万ドルの巨費の投入のもとに，この伏在渥青炭田の開発がすすめられてきた．

　始新統の褐炭　同国北部のシルヘット（Sylhet）の北方，Lam蝕ata－Bhongarghotの地域において，地

下130～250mの深度に，始新統Tura層の褐炭層が数層存在する．これらのうち稼行可能炭層は2層

であり，上層の炭丈は1，8m，下繍は1mである。炭質は褐炭ないし亜渥青炭であり，灰分と硫黄分が

やや多いが，パキスタンの同時代の石炭よりも良質である．

　埋蔵炭量は，深度830m以浅で300万tと推定されている．

　4．2．3泥　　炭

　泥炭は沼沢地の沖積層に産する．泥炭層の厚さは，一般に1～3mである．埋蔵炭量は全国で約4億

注6）50mというのは，インドの同爽炭層の場合から考えて，おそらく多数の炭層の合計炭厚と推測される．
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第5表　バングラデシュの泥炭埋蔵量と工業分析表

泥　炭　地

Faridpur

K．hulna

Maulvibaz＆r

Pegla

Chorkai

計

埋　　蔵　　量

（）は乾燥状態
　　　　（万t）

35，000
（5，000）

　5，600
（　800）

　L470
（　210）

　1，040
（　180）

　　890
（　120）

41，300
（6，310）

平均炭丈

　m

2

1．フ

4～5

3

2～3

工業分析（　）は乾燥状態

固定炭素％

　4．1
（24．0）

3．4～5．5
（21～29）

　5．0～5．1
（17．8～14．3）

　5．6
（17．6）

　4．4
（18．4）

灰　分　％

　2．8
（16．6）

1．0～5．2
（11～30）

　9．2～14．6
（33．2～41．8）

　5．0
（27．6）

　9．5
（27．8）

水　分　％

85．4
（17．1）

79～88
（13～24）

69．5～77．0
（14．1～15．4）

77．8
（13．2）

69．2
（16．2）

揮発分％

　7．7
（42．3）

5．5～10．0
（31～47）

　8，7～10．8
（33．6～29．8）

11．6
（41．6）

16．9
（37．7）

硫黄

trace

trace

1，300万t（湿潤状態），乾燥すると約1／7の6，310万tである．

泥炭地は，大きくみて，デルタ地方と，シルヘット地方に分布する．

　a．デルタ地方

　Far姻騨r泥炭地　ガンジス河支流のAriya1，Khan，Kumar，Madhumati諸河川の氾濫原に多数の沼

沢があり，なかでもBaghiaとChanda　beelが主要泥炭地である．

　沼沢は河川でえぐられた凹地あるいは自然堤防で境された凹地であり，一般に海水準の1．7～3，3m

以上である．泥炭は500km2にわたって産する．泥炭層の厚さは数cm～4・5m，平均2mであり，泥炭

層の“かぶり”はごくうすいか，または存在しない．泥炭層上下の地層の重なりは，次のとおりである．

　（かぶりが比較的厚い場所）

帯褐灰色粘土

灰色砂質粘土

黄色砂質粘土

青色砂質粘土

泥炭

青色粘土

0．7m
O．7

0．3

2．7

1．2

　（かぶりがない場所）

　　　褐色軟質泥炭　　4．5m

　　　青色粘土　　　　一

　泥炭は褐色を呈し，飾rous組織をもち，きわめて軟弱であるが，乾燥すると固結する．比重はO，05

～1，30，条痕は黄色，にぶい光沢がある。膠結物をまぜなくとも，泥炭自体でブリケットに整形できる．

　炭質は，乾燥状態で固定炭素24％前後であり，シルヘット地方の泥炭よりも固定炭素が多く，灰分が

少ない．

　埋蔵炭量は湿潤状態で3億5，000万t，乾燥状態で5，000万tである．

　K恥闘㎞a泥炭地　Faridpur泥炭地の南に接し，Khulnaの5．6km北のKola　Monza付近にあり，面

積38km2を占める、

　泥炭はデルタ沖積層に産する．粘土と泥炭が互層していて，泥炭層の厚さは0．1～4m，平均L7m

である．

　泥炭は細粒～中粒で，明褐色を呈し，乾燥するとくだけやすい．固定炭素が多く，灰分が少なくて良
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質である。

　埋蔵炭量は5，600万t（湿潤状態）および800万t（乾燥状態）である．

　b．シルヘット地方

　Ma謡v量b麗躍泥炭地Maulvibazarの近くにあって，泥炭地は2カ所にわかれて分布し，全部で面

積14km2を占める．

　泥炭は鮮新世の赤色ないし黄色砂・泥層の丘陵間の谷の沖積層に産する，

　泥炭層は1層で，その厚さは1．3～L7mである．褐色を呈し，きわめて軟質でHbrous組織をもつ．

炭質はFaridpur泥炭よりも灰分が多くて低質である．

　埋蔵炭量は1，470万t（湿潤状態），210万t（乾燥状態）である．

　聖eg肱およびCぬ⑰r肱i泥炭地　Meghna河支流のMahasingh・Surma両河の沖積原にある．泥炭地

はPegla付近とChorkai付近にわかれて分布し，両者の面積合計は25km2である。泥炭層の厚さは

0．7～2m，平均1．Omである．泥炭をはさむ地層の層序を以下に示す．

　　　　褐色粘土　　　　0．7～1．3m

　　　　灰色泥　　　　1．3～2．7

　　　　泥炭　　　　　　0．45～1．9

　　　　砂質泥

　炭質はMaulvibazarの泥炭に似て，灰分が多い．

　埋蔵量はL930万t（湿潤状態），300万t（乾燥状態）である，

　泥炭採掘上の間題

　泥炭地の大部分は，1月から5月までの乾季だけに採掘可能であり，他の季節には泥炭層のほとんど

が水面下数mに没する．したがって，年間をつうじて採掘を行なうには，特殊なドレッジ方式による採

掘技術を開発する必要がある，

　泥炭地付近は，とくにデルタ地方において，水田であるために，採掘跡の仕末が問題となっている．

このため，泥炭の採掘にさきだって，泥炭地に水路を網目状に開さくすることが必要であろう．この水

路は，採掘跡を埋める土砂や農産物の運搬に役立っと考えられる．

　泥炭の利用

　泥炭は発熱量がきわめて低いので，同国の主たるエネルギー源にはなり得ない．しかし泥炭はブリケ

ットにして，家庭燃料あるいは窯業用に利用されており，同国エネルギー源の補助的役割をはたしてい

る．また泥炭は，有機化学・チッソ肥料の原料としても役立つので，工業の発展に伴う泥炭需要の増加

が期待されている。政府は，年間20万t（乾燥状態）の泥炭生産の計画をたてている．
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